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１．目指す交通計画と策定調査の必要性 

・本市においては、北陸新幹線開業に合わせて作成した「黒部市地域公共交通網形成計画（平成

27 年度～平成 31 年度）」に基づき、路線バス・デマンドタクシーの整備・拡充を行い、市民の

利便性向上に向けた取組を進めてきた。公共交通空白地の解消については、一定の成果を得られ

たものの、利用者数の増加や持続可能な公共交通網の実現に向け、依然として多くの課題が残っ

ているのが現状である。さらに現在のサービス水準の維持または拡充に向けては、公共交通の担

い手となるドライバーの確保などの課題が顕在化しており、官民協働によるサービス確保の更な

る取組が必要である。 

・一方で、平成 29 年度に策定した黒部市立地適正化計画では、「コンパクトかつ公共交通等ネット

ワークが充実したまちづくり」を基本方針に掲げており、同計画に位置付けた取組内容が高く評

価され、平成 30 年６月に、政府から、富山県内では初の「コンパクト・プラス・ネットワー

ク」のモデル都市として選定されたところである。 

・さらに、（仮称）くろべ市民交流センターが市役所跡地に整備される予定であり、都市機能の集

約化に向けたまちづくりの推進に合わせ、公共交通網を再編することが重要となっている。ま

た、新たな拠点施設として、道の駅（仮称）くろべの整備も予定されている。 

・以上のことを踏まえ、下記の視点で公共交通の充実に向けた検討を行うため、「第２次黒部市地

域公共交通網形成計画」を策定するものである。 

 １．公共交通網の持続に向けた利用促進 

 ２．公共交通の担い手の確保と効率的な運行体系への見直し 

 ３．新幹線効果の持続を図る観光地等へのアクセス環境の向上 

・なお計画策定にあたっては、第１次計画での取組の評価や新幹線開業後の変化について把握し、

次期への取り組みに反映するため、市民や新幹線利用者のニーズ変化について調査する必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議第２号 第２次⿊部市地域交通網形成計画の策定について 
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２．事業の実施内容 

 

実施項目 実施内容 

１．公共交通に関する

現況整理 

・市内公共交通の利用者数、運行状況、運行体制などの整理を行い、持

続可能性に関する検証データの把握を行う。 

２．市民ニーズ調査 ・北陸新幹線開業後における市民の公共交通への満足度の変化、ニー

ズ等を把握するとともに、公共交通利用頻度の現状・変化の状況を

把握するため、市民を対象としたアンケート調査を実施する。 

３．黒部宇奈月温泉駅

利用者アンケート

調査 

・北陸新幹線の利用者へのアンケート調査を実施することにより、来

訪者の交通手段選択の実態やニーズ等を把握し、市内の観光地等の

アクセス環境向上に向けた課題の把握を行う。 

４．第２次地域公共交

通網形成計画(案)

の作成 

・現況調査や上記のアンケート調査結果及び別途事業で実施する黒部

市地域公共交通網形成計画の実施効果検証結果等に基づき、次期計

画における課題の整理を行う。 

・官民連携、地元企業との協働によるバスの利用促進、担い手確保に

向けた取組のあり方について検討を行う。 

・上位計画、関連計画を踏まえ、公共交通網の整備における基本方針

をまとめる。 

・基本方針に基づき、公共交通利用のきっかけづくりとなるモビリテ

ィマネジメントの実施、積極的な情報提供、効率的な運行を図るた

めの路線の再編検討、官民協働による公共交通の維持などの取組に

ついて整理し、第２次地域公共交通網形成計画の案を作成する。 

 

３．スケジュール 

 

実施項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月

１．公共交通に関する現況

整理 
            

２．市民ニーズ調査 

 
            

３．黒部宇奈月温泉駅利用

者アンケート調査 
            

４．第２次地域公共交通網

形成計画(案)の作成 
            

（黒部市公共交通戦略推進

協議会の開催） 
            

（パプブリックコメント）             
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